
 

 

 

 

 

 

 

Name:                
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 ※PPG/P とはパターンプラクティスグループ/ 

  ペアトレーニングの略です。春の西岡福住講座  

  でも実施しました。 

 

 

英語学習法の一例 

０．各自の目標に適する１ページ完結の英文を選ぶ。 

 

【理解 → 聞いて読んで、理解度アップ】 

１．選んだ英文を聞いて理解する。 

２．選んだ英文を読んで大まかに理解する。 

３．選んだ英文を読んで細部まで理解する。 

 

【内在化 → 脳を音声で「英文漬け」に】 

４．音読（１文毎ゆっくり→徐々に速く） 

５．オーバーラッピング（英文を見ながら、講師や

CD等の音声を真似て音読練習） 

――――――――――――――――――――――― 

 

６．シャドーイング（英文を見ずに、講師やCD等

の音声のみを頼りに真似て音読練習） 

 

【発信 → 内在化した英語を使って表明】 

７．要約（英文の内容を自分の英語で語る。） 

８．意見（英文の内容について意見を言う。） 

９．ライティング（自分の意見を書く。） 

目的：                

目標：                

（以上は会員証原稿です。目的と目標を各自記入します。） 

※使用テキストの例「北海道 500 万人英会話プロ

ジェクト－英語で話そう北海道－（無料配布済み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用テキストの例「大人のスマート英会話」 

春の西岡福住講座で各自購入していただき使用し

たものですので皆さんお持ちです。 

 

STETS推奨英語学習法その１ 必要な内容・難易度の英文を用いた４技能トレーニング 

STETS推奨英語学習法その２ ２～３人で行う PPG/Pトレーニング 



 

 

 

 

 

 

 

 

STETS推奨英語学習法その３ 英語実務現場での双方向コミュニケーション力養成 

※STETS は、英検１級・全国通訳案内士試験（英語）の合格者会員に、英語実務現場での就業機会を提供

するなどして、お客様から高評価を得られる双方向コミュニケーション力の体得をサポートします。 

 一方的に英語で情報を並べるのではなく、お客様との会話のキャッチボールができるスキルが必要です。お客様同士の会話にも耳を傾け、

必要に応じてその内容を拾ってガイディングに盛り込むことができると良いと思います。このスキルを私は「双方向コミュニケーション力」 

と呼んでいます。養成のためには、日本事象や国際事象の広く深い理解と、それらを簡潔に説明できるスキルを日常的なトレーニングを日

常的なトレーニングを通じて磨くことが大切です。      （出典：イカロス出版「通訳翻訳ジャーナル2025AUTUMN」P.60） 

 


